
 

 
 

平成２９年度日本植物病理学会関西部会プログラム 

 

日 程  平成 29 年 9 月 19 日（火），20 日（水） 

 

会 場  大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス  

  〒599-8531 大阪府堺市中区学園町 1-1 （http://www.osakafu-u.ac.jp/） 

 

受 付  B3 棟 1 階 南エントランス 

 

事務局  B3 棟 1 階 107 小講義室 

 

第 1 日（9 月 19 日） 

11:30～  受付開始  B3 棟 1 階 南エントランス 

13:30～14:30 総会     B1 棟 2 階東大教室 
   シンポジウム B1 棟 2 階東大教室 

   部会長  柘植 尚志 氏  

   テーマ：宿主特異的毒素獲得による Alternaria alternata の病原菌化は適応進化か？ 

14:50～18:02 一般講演 

第 1 会場 （B3 棟 117 大講義室） 第２会場 （B3 棟 118 大講義室） 第３会場 （B3 棟 116 中講義室）

101～116 
感染生理，病原性・抵抗性 
（菌類病，細菌病，植物保護） 
 

201～216 
病原体の性状，感染生理， 
病原性・抵抗性 
（細菌病，菌類病，ウイルス病） 

301～316 
分類・同定，検出・診断，発生生態，

防除薬剤・薬剤耐性，生物防除・ 
防除法 
（菌類病，細菌病，ウイルス・ 
ウイロイド病，植物保護） 

18:30～20:30 情報交換会 （C1 棟 学術交流会館 1 階 多目的ホール） 

 
 
第 2 日（9 月 20 日） 

9:30～11:54 一般講演 

第１会場 （B3 棟 117 大講義室） 第２会場 （B3 棟 118 大講義室） 第３会場 （B3 棟 116 中講義室）

117～128 
感染生理，病原性・抵抗性， 
生物防除・防除法 
（菌類病，細菌病） 
 

217～227 
感染生理，病原性・抵抗性， 
防除薬剤・薬剤耐性， 
生物防除・防除法 
（菌類病，細菌病，植物保護） 

317～328 
分類・同定，検出・診断，防除薬剤・

薬剤耐性，生物防除・防除法， 
その他 

（菌類病，細菌病，植物保護） 
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ᗙ長のⓙᵝ 

・ 部会๓に講演せ᪨ࢆㄞࡳ，ᚲせࡤࢀ࠶ࡀ事๓の࣓ールࡸ部会ᙜ日の発⾲⪅の┤᥋ᡴྜࡏ➼࡛，せ᪨の

ゞṇ࠾ࢆ㢪࡚ࡋ࠸ୗ࠸ࡉ㸬 

・ 発⾲⪅かࡽせ᪨のゞṇ౫㢗ࡓࡗ࠶ࡀ場ྜは，ᗙ長⏝の講演せ᪨㞟に㉥Ꮠ࡛┤᥋グධࡍるか，ヱᙜ࣌ージ

にゞṇ原✏ࢆᣳࡳ㎸࡛ࢇୗ࠸ࡉ㸬講演せ᪨のゞṇ⟠ᡤࡀ多࠸場ྜは，ゞṇせ᪨のプࣜントウトᰯࢆ㜀

ࢆイルࣇゞṇ原✏の࡚ࡋ発⾲⪅にᑐ，ࡋ 10 月 6 日（㔠）࡛ࡲに本年度の関西部会開ദᆅ事務局のド

ࣞス（h29EukaL#pOaQt.osakafu-u.ac.jp）ᐄに㏦付ࡍるよࡈ࠺ᣦ♧ୗ࠸ࡉ㸬 

・ 発⾲ 10 分（ண㕥 8 分），ウㄽ 2 分のィ 12 分の㛫ཝᏲ࡛進⾜࠾ࢆ㢪ࡍࡲࡋ⮴࠸㸬 

 

会場࡛ࡲのࢭࢡス（ͤ㌴࡛のࡈ᮶場は࠾᥍࠸ࡉࡔࡃ࠼） 

・ᆅୗ㕲ᚚᇽ➽⥺࡞ࠕかࡎࡶ㥐（5 ྕ出ཱྀ）ࠖ  中百舌鳥㥐南出ཱྀࠖࠕ⥺南ᾏ㧗㔝ࡧよ࠾

 かࡽ南東⣙ 1 kP，中百舌鳥㛛࡛ࡲᚐṌ⣙ 13 分，B3 棟࡛ࡲは⣙ 23 分 

・南ᾏ㧗㔝⥺ࠕⓑ㮛㥐西出ཱྀࠖかࡽ南西⣙ 500 P，ⓑ㮛㛛࡛ࡲᚐṌ⣙ 6 分，B3 棟࡛ࡲは⣙ 15 分 

 

  

 

 

 ࠸㢪࠾

部会ཧຍのⓙᵝ 

・ 受付は，%� 棟 � 階南エントランス（東ഃ）࡛ࡍ㸬講演せ᪨㞟，ྡᮐ�㡿᭩，࠾よࡧ，ྡᮐࢣースの受

 㸬ࡍࡲ࠸⾜࡛ࡽࡕࡇࡶ㸬ᙜ日ཧຍの受付ࡍࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉ࡛ࡽࡕࡇࢆࡋΏࡅ

・ ྡᮐ㡿᭩のᡶ࠸㎸ࡳ㔠㢠ࡈࢆ☜ㄆୗ࠸ࡉ㸬ู㏵㡿᭩のᚲせ࡞᪉はᙜ日受付࡛ࡋ⏦࠾出ୗ࠸ࡉ㸬 

・ ྡᮐは会場ෆ࡛はᖖ㌟に࡚ࡅࡘୗ࠸ࡉ㸬ྡᮐࢣースは関西部会࡛⏝ࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋの࡛，部会⤊

にྛ会場の出ධཱྀࡾに࡚ࡈ㏉༷ୗ࠸ࡉ㸬 

・ ఇ᠁室࡚ࡋ，B3 棟 1 階の 108 小講義室࠾よࡧ中ᗞࡈࢆ⏝ୗ࠸ࡉ㸬 

・ ᦠᖏ㟁ヰ࡞㡢ࡀ出る㟁Ꮚᶵჾは，講演会場ෆ࡛は㟁※࠾ࢆษࡃࡔࡓ࠸ࡾかマࢼーࣔードのタ定࠾ࢆ㢪

 㸬ࡍࡲࡋ⮴࠸

・ タෆは館⚗↮࡛ࡍ㸬ᘓ物እにႚ↮場ᡤࡍࡲ࠸ࡊࡈࡀの࡛ࡈ⏝ୗ࠸ࡉ㸬 

・ 㣗は，大学生༠のࣞストランࡈࡀ⏝࡛ࡍࡲࡁ㸬ࡓࡲ，大学㏆㎶には㣧㣗ᗑ࠾よࢥࡧンࢽࣅエンスス

トࡀ多ᩘࡍࡲࡾ࠶㸬 

・ ᫂࡞Ⅼࡸせᮃࡽࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ࡞，部会スࣇࢵࢱに㐲៖ࡋ⏦࠾ࡃ࡞出ୗ࠸ࡉ㸬 

ཱྀ㢌発⾲のⓙᵝ 

・ 発⾲㛫 10 分（ண㕥 8 分），ウㄽ㛫 2 分のィ 12 分࡛ࡍ㸬演㢟ᩘࡀ多ࡵࡓ࠸，㛫ཝᏲ࡛࠾㢪ࡲࡋ࠸

 㸬ࡍ

・ スライドᫎは 26 :LQGows 7，3owHU3oLQt 2013 に࡚⾜ࡍࡲ࠸㸬発⾲⏝ࣇイルは 3owHU3oLQt 2007 ௨㝆

のࣇイルᙧᘧ（ᣑᙇᏊࡀ ppt[）࡛保Ꮡࡋ，:LQGows ∧ 3owHU3oLQt 2013，スライドࢧイࢬはᶆ‽の 4:3

࡛ṇᖖに⾲♧ࢀࡉるࢆࡇ☜ㄆの࠼࠺ᣢཧ࡚ࡋୗ࠸ࡉ㸬3owHU3oLQt 2013 ➼࡛స成ࣇࡓࢀࡉイル（ᣑᙇ

Ꮚࡀ ppt）のᣑᙇᏊࢆࡅࡔ᭩ࡁ換࡛࠸࡞࠼ୗ࠸ࡉ㸬  

・ スライドస成に㝿࡚ࡋは，特Ṧ࢛ࣇ࡞ントࡸᶵ✀౫ᏑᩥᏐは࡛࠸࡞ࢃୗ࠸ࡉ㸬ࡓࡲ，ᚋ部ᗙᖍか࡛ࡽ

 㸬࠸ࡉୗ࡚ࡅᅗ⾲の⏝は㑊࠸細かࡸᏐᩥ࠸ࡉに，小࠺るよࡁㄞุ࡛ࡶ

・ 発⾲スライドのࣇイルྡはࠕ発⾲␒ྕ-発⾲⪅氏ྡ.ppt[ （ࠖ，101-東ᲄඖ.ppt[）࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ㸬発

⾲␒ྕは༙ゅᩥᏐ，ᣓᘼࠖࠕはせ࡛ࡍ㸬 

・ 発⾲スライドのࣇイルは，ᚲࡎウイルスࡏࡲ῭࠾ࢆࢡࢵ࢙ࢳのୖ，86B ࣓ࣔࣜに保Ꮡ࡚ࡋᣢཧࡋ， 

� 日目の発⾲⪅は � 月 �� 日（火）����� �，࡛ࡲ 日目の発⾲⪅は � 月 �� 日（火）����� にྛ会場の࡛ࡲ

受付にᥦ出࠾ࢆ㢪ࡍࡲࡋ࠸㸬ࡓࡲ，ᥦ出にࡈ⮬㌟࡛ືస☜ㄆ࠾ࢆ㢪ࡍࡲࡋ࠸㸬86B ࣓ࣔࣜはその場࡛

㏉༷ࡀࡍࡲࡋ，ᛕのࡵࡓ発⾲⤊࡛ࡲは㌟に࡚࠸࠾࡚ࡅࡘୗ࠸ࡉ㸬 

・ ྛ発⾲の 3owHU3oLQt スライドシࣙーの開始・⤊は会場ಀࡀࡍࡲ࠸⾜ࡀ，発⾲中のスライド㏦ࡾ➼は，

3C のキー࣎ードの᧯సによࡾ発⾲⪅ࡈ⮬㌟に⾜ࡍࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡗ㸬ࢧ，࠾࡞イࡀࢬ㔜ࣇ࠸イルはパࢯ

 㸬࠸ࡉࡔࡃഛ‽ࡈࢆイルࣇ࠸㍍ࡃる࡞，の࡛ࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡍࡓࡁࢆンືసにලྜࢥ

・ 講演せ᪨のゞṇ⟠ᡤࡀ多࠸場ྜ（ゞṇࡀ 2 ᗙࢆウトせ᪨のプࣜントࡓࡋゞṇ࡛ࡁᡤ௨ୖ）は，ᮒ᭩࢝

長にᥦ出ᰯ࡚ࡋ㜀ࢆ受ࡅるࡶに，᭱⤊的࡞ゞṇ原✏のࣇイルࢆ 10 月 6 日（㔠）࡛ࡲに，࣓ールに

ῧ付࡚ࡋ本年度の関西部会開ദᆅ事務局のドࣞス（h29EukaL#pOaQt.osakafu-u.ac.jp）ᐄ࡛ࡲ㏦付ࡋ，ᚲ

 㸬࠸ࡉୗࡅ受࠾ࢆ⤡受㡿㐃ࡎ

 

－ 2－



 

座長の皆様へ 

・ 部会前に講演要旨を読み，必要があれば事前のメールや部会当日の発表者との直接打合せ等で，要旨の

訂正をお願いして下さい． 

・ 発表者から要旨の訂正依頼があった場合は，座長用の講演要旨集に赤字で直接記入するか，該当ページ

に訂正原稿を挟み込んで下さい．講演要旨の訂正箇所が多い場合は，訂正要旨のプリントアウトを校閲

し，発表者に対して訂正原稿のファイルを 10月 6日（金）までに本年度の関西部会開催地事務局のアド

レス（h29bukai@plant.osakafu-u.ac.jp）宛に送付するようご指示下さい． 

・ 発表 10分（予鈴 8分），討論 2分の計 12分の時間厳守で進行をお願い致します． 

 

会場までのアクセス（※車でのご来場はお控えください） 

・地下鉄御堂筋線「なかもず駅（5号出口）」および南海高野線「中百舌鳥駅」 

 から南東へ約 1 km，中百舌鳥門まで徒歩約 13分，B3棟までは約 23分 

・南海高野線「白鷺駅」から南西へ約 500 m，白鷺門まで徒歩約 6分，B3棟までは約 15分 

 

  

5
 

5
 



 

＜会場案内＞ 大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス B3棟および B1棟 

＊情報交換会への移動はスタッフの案内にしたがってお願いします。 

 

 

 

総会会場：B1棟 2階 東大講義室 

受付時に総会資料をお渡しします。ご足労を

おかけしますが，B3棟で受付後に総会会場ま

でご移動ください。なお，総会終了後 14:50か

ら始まる一般講演は B3棟にて行います。 



第２会場 第３会場

　座長　佐々木　一紀　 (山口大農）　201-204 　座長　三宅　律幸　（愛知農総試)　　301-304

201
イネばか苗病菌Fusarium fujikuroiのGグループとFグループ
のジベレリン産生力の違いの原因遺伝子解明

○稲垣 晋
1
・長坂拓弥

1
・今崎伊織

2
・藤 晋一

3
・柘植尚志

4
・

清水将文
1
・景山幸二

5
・須賀晴久

6
（

1
岐大応生・

2
農研機構東

北農研・
3
秋田県大生資・

4
名大院生農・

5
岐大流域研セ・

6
岐大生命セ）

301
Phomopsis sp.によるトマトホモプシス茎枯病（新称）

○山﨑淳紀・矢野和孝・佐藤敦彦・朝比奈泰史・森田泰彰
（高知農技セ）

202
イネばか苗病菌Fusarium fujikuroi のチオファネートメチル
耐性とβ2チューブリン 遺伝子の変異

○須賀晴久
1
・川畑文子

1
・清水将文

2
・景山幸二

3

（
1
岐大生命セ・

2
岐大応生・

3
岐大流域研セ）

302
Sclerotinia sclerotiorum によるエゴマ菌核病（新称）

○福間貴寿（島根農技セ）

203
シスト発芽阻害物質β-rubromycinを用いたPhytophthora
infestans形態分化機構の解析

○谷 修治・田所千聖・西尾尚堯・東條元昭・炭谷順一・
川口剛司（大阪府大院生環）

303
Pythium およびPhytopythium 属菌によるセダム根腐病
（新称）

○林 美希
1
・須賀晴久

2
・景山幸二

1
（

1
岐大流域研セ・

2
岐大生命セ）

204
ジャガイモへの病原性が低下したBotrytis cinerea変異株群
の他の植物種への病原性の解析

○黒柳輝彦・小鹿 一・佐藤育男・千葉壮太郎・川北一人・
竹本大吾（名大院生農）

304
Pythium myriotylumによるコンニャク根腐病（病原追加）

○田中淳和
1
・松浦昌平

2
・東條元昭

1
（

1
大阪府大院生環・

2
広島総研農技セ）

　座長　池田　健一　(神戸大院農)   205-208 座長　生咲　巖　（香川農試府中果樹研）　305-308

205
イネ科牧草共生菌Epichloë エンドファイトの擬似有性生殖
により作出したHybrid菌株の染色体構成の解析

○三浦里佳・磯部仁美・増中 章
1
・菅原幸哉

1
・佐藤育男・

千葉壮太郎・川北一人・田中愛子・竹本大吾（名大院生農・
1
農研機構）

305
アジサイ灰色かび病菌Botrytis cinereaによる促成栽培の
アジサイに発生した花芽の腐敗症状

○永島 進・塚本俊秀（島根農技セ）

206
コムギ葉枯病菌ゲノムに存在するリンゴ斑点落葉病菌
AM毒素生合成遺伝子クラスターの相同領域の機能

○森 汐理
1
・宮川泰輝

1
・後藤千保

1
・川瀬めぐみ

1
・播本佳明

1
・

花田耕介
2
・児玉基一朗

3
・山本幹博

4
・柘植尚志

1
（

1
名大院生

農・
2
九州工大生物情報・

3
鳥取大農・

4
岡山大院環境生命）

306
大阪府内の植物工場で発生したホウレンソウ生育障害への
Pythium 属菌とOlpidium 属菌の共感染関与の可能性

○西村幸芳
1
・田中淳和

2
・草刈眞一

1
・村井和夫

3
・渡辺玉範

3
・

東條元昭
2
（

1
大阪環農水研・

2
大阪府大院生環・

3
クボタサンベ

ジファーム(株)）

第䠍᪥┠

第1᪥┠  㻥᭶1㻥᪥ (ⅆ) 第䠍会場

　座長　　山口　බ志　（㏆大院農）　101-104

14㻦50 101
希ᑡ⢾の植物への作用(46)㻦㻰-Alloseを基質とするOsH㼄㻷5の
㓝素Ꮫⓗㅖ性質

○松平一志
1
・加野彰人

1
・㤿㉺史奈

1
・井ୖ ᜨ

1
・㐲矢将大

1
・福

元健志
1
・ᮃ᭶ 進

1
・ྜྷ原明秀

1
・ఱ森 健

1
・大谷耕平

2
・

小原ᩄ明
3
・▼田 ㇏

4
・神鳥成ᘯ

5
・ྜྷ田⿱美

5
・ᕷ村和ஓ

1
・

二
1
・秋ග和ஓ

1
（

1
香川大農䡡

2
松谷化Ꮫ工ᴗ・

3
三井化Ꮫアグ䝻・

4
ᅄᅜ総合研・

5
香川大་）

15㻦02 102
希ᑡ⢾の植物への作用(4㻣)㻦㻵tea属植物（䝈イ䝘）におい䛶
希ᑡ⢾㻰-alloseをリン㓟化するhe㼤okinaseのㅖ性質の解析

○㎷ ๎夫・ᮃ᭶ 進・大谷耕平・松平一志・島ୖ༟ஓ・
ྜྷ原明秀・ఱ森 健・ᕷ村和ஓ・二・秋ග和ஓ
（香川大農）

15㻦14 103
希ᑡ⢾の植物への作用(48)㻦OsG6P㻰H1」合体構成
タン䝟ク質に䛴い䛶

○大谷ኟ生
1
・Ᏻ႐⤢花

1
・松平一志

1
・加野彰人

1
・ᮃ᭶ 進

1
・大

谷耕平
2
・福元健志

1
・ྜྷ原明秀

1
・ఱ森 健

1
・小原ᩄ明

3
・

▼田 ㇏
4
・ᕷ村和ஓ

1
・二

1
・秋ග和ஓ

1
（

1
香川大Ꮫ・

2
松谷化Ꮫ工ᴗ・

3
三井化Ꮫアグ䝻・

4
ᅄᅜ総合研）

15㻦26 104
低分子化合物およびᮍ用資※による植物保ㆤの
㛤発研✲

○㬆坂⩏ᘯ
1
・山ḟᗣ幸

2
・ྜྷ岡美樹

3
・ྜྷ岡博文

3
・ᆅ美ᮡ

1
・

畑中၏史
1
・㬆坂┿理

1
（

1
岡山生物研・

2
東大院農・

3
名大院生農）

　座長　　川崎　ດ　（㏆院大農）  105-108

15㻦38 105
䝕ュアルᢠ性⺮ⓑ質シス䝔ムによる㠉新ⓗ作物保ㆤ技⾡
の㛤発

○㬆坂┿理
1
・井ୖ႐博

2
・高野⩏孝

2
・ⓑ須 ㈼

3
・ⓑ▼紀

1
・㬆

坂⩏ᘯ
1
（

1
岡山生物研・

2
ி大院農・

3
理研㻯S㻾S）

15㻦50 106
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘にお䛡る機Ე่⃭ㄏᑟ性චの解析

○松村 ㆤ
1
・野元美佳

1
・ᯈ谷知健

1
・㕥木孝ᚁ

2
・塚㉺ၨኸ

3
・ከ

田Ᏻ⮧
1㻘4

（
1
名大院生命・

2
中部大応生・

3
名ᇛ大農・

4
名大遺伝子）

－ �－

第２会場 第３会場

　座長　佐々木　一紀　 (山口大農）　201-204 　座長　三宅　律幸　（愛知農総試)　　301-304

201
イネばか苗病菌Fusarium fujikuroiのGグループとFグループ
のジベレリン産生力の違いの原因遺伝子解明

○稲垣 晋
1
・長坂拓弥

1
・今崎伊織

2
・藤 晋一

3
・柘植尚志

4
・

清水将文
1
・景山幸二

5
・須賀晴久

6
（

1
岐大応生・

2
農研機構東

北農研・
3
秋田県大生資・

4
名大院生農・

5
岐大流域研セ・

6
岐大生命セ）

301
Phomopsis sp.によるトマトホモプシス茎枯病（新称）

○山﨑淳紀・矢野和孝・佐藤敦彦・朝比奈泰史・森田泰彰
（高知農技セ）

202
イネばか苗病菌Fusarium fujikuroi のチオファネートメチル
耐性とβ2チューブリン 遺伝子の変異

○須賀晴久
1
・川畑文子

1
・清水将文

2
・景山幸二

3

（
1
岐大生命セ・

2
岐大応生・

3
岐大流域研セ）

302
Sclerotinia sclerotiorum によるエゴマ菌核病（新称）

○福間貴寿（島根農技セ）

203
シスト発芽阻害物質β-rubromycinを用いたPhytophthora
infestans形態分化機構の解析

○谷 修治・田所千聖・西尾尚堯・東條元昭・炭谷順一・
川口剛司（大阪府大院生環）

303
Pythium およびPhytopythium 属菌によるセダム根腐病
（新称）

○林 美希
1
・須賀晴久

2
・景山幸二

1
（

1
岐大流域研セ・

2
岐大生命セ）

204
ジャガイモへの病原性が低下したBotrytis cinerea変異株群
の他の植物種への病原性の解析

○黒柳輝彦・小鹿 一・佐藤育男・千葉壮太郎・川北一人・
竹本大吾（名大院生農）

304
Pythium myriotylumによるコンニャク根腐病（病原追加）

○田中淳和
1
・松浦昌平

2
・東條元昭

1
（

1
大阪府大院生環・

2
広島総研農技セ）

　座長　池田　健一　(神戸大院農)   205-208 座長　生咲　巖　（香川農試府中果樹研）　305-308

205
イネ科牧草共生菌Epichloë エンドファイトの擬似有性生殖
により作出したHybrid菌株の染色体構成の解析

○三浦里佳・磯部仁美・増中 章
1
・菅原幸哉

1
・佐藤育男・

千葉壮太郎・川北一人・田中愛子・竹本大吾（名大院生農・
1
農研機構）

305
アジサイ灰色かび病菌Botrytis cinereaによる促成栽培の
アジサイに発生した花芽の腐敗症状

○永島 進・塚本俊秀（島根農技セ）

206
コムギ葉枯病菌ゲノムに存在するリンゴ斑点落葉病菌
AM毒素生合成遺伝子クラスターの相同領域の機能

○森 汐理
1
・宮川泰輝

1
・後藤千保

1
・川瀬めぐみ

1
・播本佳明

1
・

花田耕介
2
・児玉基一朗

3
・山本幹博

4
・柘植尚志

1
（

1
名大院生

農・
2
九州工大生物情報・

3
鳥取大農・

4
岡山大院環境生命）

306
大阪府内の植物工場で発生したホウレンソウ生育障害への
Pythium 属菌とOlpidium 属菌の共感染関与の可能性

○西村幸芳
1
・田中淳和

2
・草刈眞一

1
・村井和夫

3
・渡辺玉範

3
・

東條元昭
2
（

1
大阪環農水研・

2
大阪府大院生環・

3
クボタサンベ

ジファーム(株)）

第䠍᪥┠

第1᪥┠  㻥᭶1㻥᪥ (ⅆ) 第䠍会場

　座長　　山口　බ志　（㏆大院農）　101-104

14㻦50 101
希ᑡ⢾の植物への作用(46)㻦㻰-Alloseを基質とするOsH㼄㻷5の
㓝素Ꮫⓗㅖ性質

○松平一志
1
・加野彰人

1
・㤿㉺史奈

1
・井ୖ ᜨ

1
・㐲矢将大

1
・福

元健志
1
・ᮃ᭶ 進

1
・ྜྷ原明秀

1
・ఱ森 健

1
・大谷耕平

2
・

小原ᩄ明
3
・▼田 ㇏

4
・神鳥成ᘯ

5
・ྜྷ田⿱美

5
・ᕷ村和ஓ

1
・

二
1
・秋ග和ஓ

1
（

1
香川大農䡡

2
松谷化Ꮫ工ᴗ・

3
三井化Ꮫアグ䝻・

4
ᅄᅜ総合研・

5
香川大་）

15㻦02 102
希ᑡ⢾の植物への作用(4㻣)㻦㻵tea属植物（䝈イ䝘）におい䛶
希ᑡ⢾㻰-alloseをリン㓟化するhe㼤okinaseのㅖ性質の解析

○㎷ ๎夫・ᮃ᭶ 進・大谷耕平・松平一志・島ୖ༟ஓ・
ྜྷ原明秀・ఱ森 健・ᕷ村和ஓ・二・秋ග和ஓ
（香川大農）

15㻦14 103
希ᑡ⢾の植物への作用(48)㻦OsG6P㻰H1」合体構成
タン䝟ク質に䛴い䛶

○大谷ኟ生
1
・Ᏻ႐⤢花

1
・松平一志

1
・加野彰人

1
・ᮃ᭶ 進

1
・大

谷耕平
2
・福元健志

1
・ྜྷ原明秀

1
・ఱ森 健

1
・小原ᩄ明

3
・

▼田 ㇏
4
・ᕷ村和ஓ

1
・二

1
・秋ග和ஓ

1
（

1
香川大Ꮫ・

2
松谷化Ꮫ工ᴗ・

3
三井化Ꮫアグ䝻・

4
ᅄᅜ総合研）

15㻦26 104
低分子化合物およびᮍ用資※による植物保ㆤの
㛤発研✲

○㬆坂⩏ᘯ
1
・山ḟᗣ幸

2
・ྜྷ岡美樹

3
・ྜྷ岡博文

3
・ᆅ美ᮡ

1
・

畑中၏史
1
・㬆坂┿理

1
（

1
岡山生物研・

2
東大院農・

3
名大院生農）

　座長　　川崎　ດ　（㏆院大農）  105-108

15㻦38 105
䝕ュアルᢠ性⺮ⓑ質シス䝔ムによる㠉新ⓗ作物保ㆤ技⾡
の㛤発

○㬆坂┿理
1
・井ୖ႐博

2
・高野⩏孝

2
・ⓑ須 ㈼

3
・ⓑ▼紀

1
・㬆

坂⩏ᘯ
1
（

1
岡山生物研・

2
ி大院農・

3
理研㻯S㻾S）

15㻦50 106
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘にお䛡る機Ე่⃭ㄏᑟ性චの解析

○松村 ㆤ
1
・野元美佳

1
・ᯈ谷知健

1
・㕥木孝ᚁ

2
・塚㉺ၨኸ

3
・ከ

田Ᏻ⮧
1㻘4

（
1
名大院生命・

2
中部大応生・

3
名ᇛ大農・

4
名大遺伝子）

－ �－



20㻣
ᐟ≉異ⓗA㻯㼀毒素生産に関与する新つ䝕䜹トリエン㓟
生合成㓝素および䛭の遺伝子の᥈⣴

○田中佐和
1
・島ୖ༟ஓ

1
・ὠ木ᝆ吾

1
・増中 章

1
・宮本子

1
・大

谷耕平
1
・ᮃ᭶ 進

1
・柘植尚志

2
・山本幹博

3
・ᕷ村和ஓ

1
・

二
1
・秋ග和ஓ

1
（

1
香川大農・

2
名大院生農・

3
岡大院⮬↛科Ꮫ）

30㻣
Effects of sno㼣 depth on moss-inhabitin㼓 Pythium  spp. in an
Arctic re㼓ion

○㼅ama㼓uchi㻘 㼀.
1
㻘 㼀ojo㻘 M.

1
 and 㻯ooper㻘 E.㻶.

2
（

1
Osaka Pref.

㼁ni㼢.・
2
㼁i㼀㻦 㼀he Arctic 㼁ni㼢. 㻺or㼣ay）

208
Alternaria alternata  1825㻣株が保有するトマチ䝘ー䝊遺伝子
Aa㼀om1 の病理Ꮫⓗព⩏

○下᮲ṇ㝯
1
・㒔宮理奈子

1
・㉥木㟹

2
・▼原 

1
・有Ụ 力

3
・

児玉基一朗
2
（

1
鳥取大農・

2
鳥取㐃大・

3
農工大院農）

308
イチジク病菌Phytophthora palmi㼢ora  による幹の腐敗
（病ᚩ追加）

○Ṋ山᱇子・三宅律幸・㕥木Ⰻᆅ・ᜏ川㟹ᘯ
（愛知農総試）

　座長　竹本　大吾　（名大院生環）　20㻥-212 　座長 　神㢌　ṊႹ　（රᗜ農技セ)　30㻥-312

20㻥
トマトアルター䝘リア茎枯病菌にお䛡るAA㻸毒素生合成
遺伝子クラスターの発⌧ㄪ⠇に関䜟る㌿因子A㻸㼀13䛿
A㻸㼀1 のスプライシングに関与する

○㉥木㟹
1
・柘植尚志

2
・児玉基一朗

1
（

1
鳥取㐃大・

2
名大院生農）

30㻥
シソサ䝡ダニ (௬称) とシソモ䝄イク病の㟷ジソにお䛡る
発生ᾘ長

○ᇼ川ⱥ๎
1
・伊藤ᾴ太郎

1㻘2
・ᕷ川耕治

1
・三宅律幸

1

（
1
愛知農総試・

2
⌧ ウ䜷ーターセル(株)）

210
MoA㼓o3アルゴノート䛿MoA㼓o1とのsi㻾㻺Aの➇合により㻾㻺A
サイレンシングを㈇にไᚚする

㻺㼓uyen 㻽uyet
1
・松原 愛

1
・池田健一

1
・㕥木ಙᘯ

2
・

䚽中ᒇᩜᆒ
1
（

1
神大院農・

2
岡大植物研）

310
䜻ク▸化ウイ䝻イドの᥋木᥋種にお䛡る✑木の生育
ス䝔ージが䜻クへの感染にཬ䜌すᙳ㡪

○ὸ野ᓧ介
1
・太有里

1
・௰ ↷史

1
・芳田大

1
・松下㝧介

2

（
1
奈Ⰻ農研セ・

2
農研機構野花研）

211
Buildin㼓 blocksἲによるい䜒䛱病菌の⬡質௦ㅰ遺伝子群の機
能解析

○池田健一
1
・⩫川㝧大

2
・๓田健太郎

1
・中ᒇᩜᆒ

1

（
1
神大院農・

2
神大農）

311
セラ䝭䝑クከᒙ㟁ᴟを用いたプラ䝈マによるアブラ䝘科
黒腐病菌のẅ菌因子の᳨ウ

○西岡輝美
1
・西村幸芳

1
・三ἑ㐩ஓ

2
（

1
大阪環農水研・

2
佐賀大院工）

212
Fusarium o㼤ysporum f. sp. cepae の病原性染色体ೃ⿵の
解析

○坂根ගᫍ・Ᏻ藤ᙬ香・佐々木一紀・伊藤┿一（山口大農）

312
愛知県にお䛡るシソモ䝄イク病の発生ᐇ態の解明と䛭䜜に
基䛵䛟耕種ⓗᡭἲを中ᚰとしたᑐ⟇の᳨ウ

○ᜏ川健太
1
・Ṋ山᱇子

1
・田中䛿るか

1
・ᇼ川ⱥ๎

1
・

伊藤ᾴ太郎
1㻘2

・ᕷ川耕治
1
・坂紀 㑥

1
（

1
愛知農総

試・
2
⌧ ウ䜷ーターセル(株)）

16㻦02 10㻣
㉥色ගシグ䝘ルがไᚚするSA応⟅性㜵ᚚ応⟅

○東井 ࿘
1
・野元美佳

1
・ᯈ谷知健

1
・塚㉺ၨኸ

2㻘3
・

松下ᬛ┤
2㻘4

・ከ田Ᏻ⮧
1㻘5

（
1
名大院理・

2
㻶S㼀䛥䛝が䛡・

3
名ᇛ大院農・

4
九大院農・

5
名大遺伝子）

16㻦14 108
イネにお䛡る新つ䝔ル䝨ン合成㓝素遺伝子の病理Ꮫⓗ
ᙺの解析

○᱒生昌樹・ℊ中美ᕹ・ྜྷᐩ佳௦・秋ග和ஓ・二
（香川大農）

　座長　　加藤　久晴 （福井県大）　　10㻥-112

16㻦26 10㻥
植物චシグ䝘ル伝㐩に関与するシ䝻イ䝚䝘䝈䝘M㻷㻷3を
介したグループ㻯 MAP䜻䝘ー䝊⤒㊰の解析

䚽松村美里
1
・永田㞞ஓ

1
・中村㞞子

1
・℧⃝ 香

2
・高ᶫ史᠇

2
・⠛

崎一㞝
2
・松岡大介

3
・ⓑ須 ㈼

2
・ᕷ村和ஓ

1
（

1
香大院農・

2
理研㻯S㻾S・

3
神大院農）

16㻦38 110
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘mekk1変異体の⾲⌧ᆺに関与する
㻾㻺A䝦リ䜹ー䝊SM㻺2の解析

○ᒾ本┤樹
1
・高木᱈子

2
・℈野ᗣ平

1
・Ale㼤ander Graf

3
・㻰a㼢id

Greenshields
4
・高木ᏹ樹

5
・田中ၨ介

6
・久保భ太

1
・太治輝昭

㻣
・⠛崎一㞝

4
・ᑎ内Ⰻ平

5
・ⓑ須 ㈼

4
・ᕷ村和ஓ

1
（

1
香大院農・

2

愛㐃大農・
3
Sainsbury 㻸ab. 㻶㻵㻯 㼁㻷・

4
理研㻯S㻾S・

5
ᒾᡭ生工

研・
6
東ி農大生物資※ゲノム解析セ・

㻣
東ி農大䝞イオ）

16㻦50 111
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘䝴䝡䜻チンリガー䝊P㼁B25ཬびP㼁B26䛿
ME㻷㻷1に┤᥋⤖合しMAP䜻䝘ー䝊⤒㊰をṇにไᚚする

○小林孝博
1
・久保భ太

1
・ᵽ尾㞙平

1
・⁁口 剛

2
・Ale㼤ander

Graf
3
・高ᶫ史᠇

4
・ከ田Ᏻ⮧

5
・⠛崎一㞝

4
・ⓑ須 ㈼

4
・

ᕷ村和ஓ
1
（

1
香大院農・

2
㻵㻯㼁ᩍ㣴⮬↛科Ꮫ・

3
Sainsbury 㻸ab.㻘

㻶㻵㻯㻘 㼁㻷・
4
理研㻯S㻾S・

5
名大院生命理Ꮫ）

1㻣㻦02 112
植物චプライ䝭ング機構にお䛡るMAP㻷のᙺの解析

○中川┿哉
1
・山本剛大

1
・ὠ田㈼一

2
・山口බ志

1
・川崎 ດ

1

（
1
㏆大院農・

2
マ䝑クスプランク研✲所）

－ �－

20㻣
ᐟ≉異ⓗA㻯㼀毒素生産に関与する新つ䝕䜹トリエン㓟
生合成㓝素および䛭の遺伝子の᥈⣴

○田中佐和
1
・島ୖ༟ஓ

1
・ὠ木ᝆ吾

1
・増中 章

1
・宮本子

1
・大

谷耕平
1
・ᮃ᭶ 進

1
・柘植尚志

2
・山本幹博

3
・ᕷ村和ஓ

1
・

二
1
・秋ග和ஓ

1
（

1
香川大農・

2
名大院生農・

3
岡大院⮬↛科Ꮫ）

30㻣
Effects of sno㼣 depth on moss-inhabitin㼓 Pythium  spp. in an
Arctic re㼓ion

○㼅ama㼓uchi㻘 㼀.
1
㻘 㼀ojo㻘 M.

1
 and 㻯ooper㻘 E.㻶.

2
（

1
Osaka Pref.

㼁ni㼢.・
2
㼁i㼀㻦 㼀he Arctic 㼁ni㼢. 㻺or㼣ay）

208
Alternaria alternata  1825㻣株が保有するトマチ䝘ー䝊遺伝子
Aa㼀om1 の病理Ꮫⓗព⩏

○下᮲ṇ㝯
1
・㒔宮理奈子

1
・㉥木㟹

2
・▼原 

1
・有Ụ 力

3
・

児玉基一朗
2
（

1
鳥取大農・

2
鳥取㐃大・

3
農工大院農）

308
イチジク病菌Phytophthora palmi㼢ora  による幹の腐敗
（病ᚩ追加）

○Ṋ山᱇子・三宅律幸・㕥木Ⰻᆅ・ᜏ川㟹ᘯ
（愛知農総試）

　座長　竹本　大吾　（名大院生環）　20㻥-212 　座長 　神㢌　ṊႹ　（රᗜ農技セ)　30㻥-312

20㻥
トマトアルター䝘リア茎枯病菌にお䛡るAA㻸毒素生合成
遺伝子クラスターの発⌧ㄪ⠇に関䜟る㌿因子A㻸㼀13䛿
A㻸㼀1 のスプライシングに関与する

○㉥木㟹
1
・柘植尚志

2
・児玉基一朗

1
（

1
鳥取㐃大・

2
名大院生農）

30㻥
シソサ䝡ダニ (௬称) とシソモ䝄イク病の㟷ジソにお䛡る
発生ᾘ長

○ᇼ川ⱥ๎
1
・伊藤ᾴ太郎

1㻘2
・ᕷ川耕治

1
・三宅律幸

1

（
1
愛知農総試・

2
⌧ ウ䜷ーターセル(株)）

210
MoA㼓o3アルゴノート䛿MoA㼓o1とのsi㻾㻺Aの➇合により㻾㻺A
サイレンシングを㈇にไᚚする

㻺㼓uyen 㻽uyet
1
・松原 愛

1
・池田健一

1
・㕥木ಙᘯ

2
・

䚽中ᒇᩜᆒ
1
（

1
神大院農・

2
岡大植物研）

310
䜻ク▸化ウイ䝻イドの᥋木᥋種にお䛡る✑木の生育
ス䝔ージが䜻クへの感染にཬ䜌すᙳ㡪

○ὸ野ᓧ介
1
・太有里

1
・௰ ↷史

1
・芳田大

1
・松下㝧介

2

（
1
奈Ⰻ農研セ・

2
農研機構野花研）

211
Buildin㼓 blocksἲによるい䜒䛱病菌の⬡質௦ㅰ遺伝子群の機
能解析

○池田健一
1
・⩫川㝧大

2
・๓田健太郎

1
・中ᒇᩜᆒ

1

（
1
神大院農・

2
神大農）

311
セラ䝭䝑クከᒙ㟁ᴟを用いたプラ䝈マによるアブラ䝘科
黒腐病菌のẅ菌因子の᳨ウ

○西岡輝美
1
・西村幸芳

1
・三ἑ㐩ஓ

2
（

1
大阪環農水研・

2
佐賀大院工）

212
Fusarium o㼤ysporum f. sp. cepae の病原性染色体ೃ⿵の
解析

○坂根ගᫍ・Ᏻ藤ᙬ香・佐々木一紀・伊藤┿一（山口大農）

312
愛知県にお䛡るシソモ䝄イク病の発生ᐇ態の解明と䛭䜜に
基䛵䛟耕種ⓗᡭἲを中ᚰとしたᑐ⟇の᳨ウ

○ᜏ川健太
1
・Ṋ山᱇子

1
・田中䛿るか

1
・ᇼ川ⱥ๎

1
・

伊藤ᾴ太郎
1㻘2

・ᕷ川耕治
1
・坂紀 㑥

1
（

1
愛知農総

試・
2
⌧ ウ䜷ーターセル(株)）

16㻦02 10㻣
㉥色ගシグ䝘ルがไᚚするSA応⟅性㜵ᚚ応⟅

○東井 ࿘
1
・野元美佳

1
・ᯈ谷知健

1
・塚㉺ၨኸ

2㻘3
・

松下ᬛ┤
2㻘4

・ከ田Ᏻ⮧
1㻘5

（
1
名大院理・

2
㻶S㼀䛥䛝が䛡・

3
名ᇛ大院農・

4
九大院農・

5
名大遺伝子）

16㻦14 108
イネにお䛡る新つ䝔ル䝨ン合成㓝素遺伝子の病理Ꮫⓗ
ᙺの解析

○᱒生昌樹・ℊ中美ᕹ・ྜྷᐩ佳௦・秋ග和ஓ・二
（香川大農）

　座長　　加藤　久晴 （福井県大）　　10㻥-112

16㻦26 10㻥
植物චシグ䝘ル伝㐩に関与するシ䝻イ䝚䝘䝈䝘M㻷㻷3を
介したグループ㻯 MAP䜻䝘ー䝊⤒㊰の解析

䚽松村美里
1
・永田㞞ஓ

1
・中村㞞子

1
・℧⃝ 香

2
・高ᶫ史᠇

2
・⠛

崎一㞝
2
・松岡大介

3
・ⓑ須 ㈼

2
・ᕷ村和ஓ

1
（

1
香大院農・

2
理研㻯S㻾S・

3
神大院農）

16㻦38 110
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘mekk1変異体の⾲⌧ᆺに関与する
㻾㻺A䝦リ䜹ー䝊SM㻺2の解析

○ᒾ本┤樹
1
・高木᱈子

2
・℈野ᗣ平

1
・Ale㼤ander Graf

3
・㻰a㼢id

Greenshields
4
・高木ᏹ樹

5
・田中ၨ介

6
・久保భ太

1
・太治輝昭

㻣
・⠛崎一㞝

4
・ᑎ内Ⰻ平

5
・ⓑ須 ㈼

4
・ᕷ村和ஓ

1
（

1
香大院農・

2

愛㐃大農・
3
Sainsbury 㻸ab. 㻶㻵㻯 㼁㻷・

4
理研㻯S㻾S・

5
ᒾᡭ生工

研・
6
東ி農大生物資※ゲノム解析セ・

㻣
東ி農大䝞イオ）

16㻦50 111
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘䝴䝡䜻チンリガー䝊P㼁B25ཬびP㼁B26䛿
ME㻷㻷1に┤᥋⤖合しMAP䜻䝘ー䝊⤒㊰をṇにไᚚする

○小林孝博
1
・久保భ太

1
・ᵽ尾㞙平

1
・⁁口 剛

2
・Ale㼤ander

Graf
3
・高ᶫ史᠇

4
・ከ田Ᏻ⮧

5
・⠛崎一㞝

4
・ⓑ須 ㈼

4
・

ᕷ村和ஓ
1
（

1
香大院農・

2
㻵㻯㼁ᩍ㣴⮬↛科Ꮫ・

3
Sainsbury 㻸ab.㻘

㻶㻵㻯㻘 㼁㻷・
4
理研㻯S㻾S・

5
名大院生命理Ꮫ）

1㻣㻦02 112
植物චプライ䝭ング機構にお䛡るMAP㻷のᙺの解析

○中川┿哉
1
・山本剛大

1
・ὠ田㈼一

2
・山口බ志

1
・川崎 ດ

1

（
1
㏆大院農・

2
マ䝑クスプランク研✲所）

－ �－



　座長　 ὠ下　ㄔ治 （ி㒔府大院生環）　213-216 　座長　川口　章　（農研機構 西᪥本農研)　313-315

213
Pseudomonas syrin㼓aeの菌体ᐦᗘ感知機構の解析（２）

○一瀬ຬつ
1
・松井ⱥㆡ

1
・▼賀ᗣ博

2
・山本幹博

1
・能ᖺ⩏輝

1
・

㇏田和ᘯ
1
（

1
岡大院環生・

2
⟃Ἴ大院生環）

313
201㻣ᖺの香川県にお䛡る䜻ウイフルー䝒かいよ䛖病
bio㼢ar3（Psa3）の発生状ἣと䇺䛥䛼䛝䜻ウイ䛳䛣㼹䇻にお䛡る
Psa3の発生に䛴い䛶

○生咲巖
1
・藤村俊夫

2
・㐲藤 子

2
・川北වዥ

3
・㇏ᔱ貴司

4
・

小野壮一朗
5
・松本ຬ一

6
・中村⿱彦

㻣
・∦岡㑳㞝

8
・秋ග和ஓ

8

（
1
香川農試府中果樹研・

2
香川農試㜵㝖所・

3
東ㆭᬑセ・

4
小㇋ᬑセ・

5
中ㆭᬑセ・

6
西ㆭᬑセ・

㻣
香川農⤒ㄢ・

8
香川大農）

214
イネか䛥枯病菌フラジ䜵リンḞᦆ株の病原性の解析

○岡本༟大・῝川┿・加藤久晴（福井県大）

314
広島県にお䛡る䜹ン䜻䝒かいよ䛖病菌の⣽菌Ꮫⓗ≉ᚩ

○村健太
1
・森田剛成

2
・㔠ዲ⣧子

2
・ሷ谷 ᾈ

1
（

1
農研機構

果樹Ⲕ部㛛・
2
広島総研農技セ）

215
㻾ehmannia mosaic 㼢irus ᪥本株の⛣⾜タン䝟ク質の
A12㻥㼀䠈H130㻷およびM133Eのア䝭ノ㓟⨨がトマト
植物への㌟ቯㄏᑟに関与する

○田拓弥・木場章範・᭧ᆅᗣ史（高知大農）

315
タ䜿⢊ᮎとク䝈茎葉で作〇した䝭䝭䝈コン䝫ストの水ᢳ出ᾮ
による植物ᐤ生性⥺にᑐする㜵㝖ຠ果

○ᑬ ᬡ東
1㻘2

・㻷oon-hui 㼃an㼓
2
・東條元昭

1

（
1
大阪府大院生環・

2
㼁ni㼢. Ha㼣ai̒ i M㾌noa）

216
㻾ed clo㼢er necrotic mosaic 㼢irus  (㻾㻯㻺M㼂) ⛣⾜タン䝟ク質
にお䛡る᥎ᐃβシートのḞኻ変異解析

○中村ග希・三瀬和அ・高野⩏孝・ᾏ㐨┿（ி大院農）

316
Botrytis cinereaによるニラⓑ斑葉枯病にᑐする⸆の
㜵㝖ຠ果

○矢野和孝・森田泰彰（高知農技セ）

　座長　　高原 ᾈஅ　（▼川県大）　113-116

1㻣㻦14 113
㻵n㼢ol㼢ement of tryptophan-deri㼢ed secondary metabolism in
post-in㼢asi㼢e resistance of Arabidopsis thaliana  a㼓ainst
fun㼓al patho㼓ens

○㻷osaka㻘 A.
1
㻘 Bednarek㻘 P.

2
㻘 㻷aido㻘 M.

1
㻘 Mise㻘 㻷.

1
 and

㼀akano㻘 㼅.
1
（

1
 Grad. Sch. A㼓ric.㻘 㻷yoto 㼁ni㼢.・

2
 Polish Academy of Sciences）

1㻣㻦26 114
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘nsl1 変異体にウリ㢮炭病菌がㄏᑟする
⣽⬊Ṛの研✲

○坂井㑈太・畑 ᨻ輝・ᾏ㐨┿・三瀬和அ・高野⩏孝
（ி大院農）

1㻣㻦38 115
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘とከᵝ䛺ᆅ域か䜙分㞳䛥䜜た
㻯olletotrichum tofieldiae の相作用の解析

○ᬀ間 ᩗ
1㻘2

 ・西條㞝介
1
（

1
奈Ⰻඛ➃大・

2
䛥䛝が䛡）

1㻣㻦50 116
A㻯㻾毒素レセプター遺伝子㌿物修㣭タン䝟ク質群の
㠀感ཷ性ရ種にお䛡るᐟ≉異ⓗ」合体化

○島ୖ༟ஓ䡡大谷耕平䡡小川ᐇ可子䡡Ᏻ田晋㍜䡡西村 ⪽䡡
ከ々野ᬛ䡡ᮃ᭶ 進䡡ᕷ村和ஓ䡡二䡡秋ග和ஓ
（香川大農）

－ 1� －

　座長　 ὠ下　ㄔ治 （ி㒔府大院生環）　213-216 　座長　川口　章　（農研機構 西᪥本農研)　313-315

213
Pseudomonas syrin㼓aeの菌体ᐦᗘ感知機構の解析（２）

○一瀬ຬつ
1
・松井ⱥㆡ

1
・▼賀ᗣ博

2
・山本幹博

1
・能ᖺ⩏輝

1
・

㇏田和ᘯ
1
（

1
岡大院環生・

2
⟃Ἴ大院生環）

313
201㻣ᖺの香川県にお䛡る䜻ウイフルー䝒かいよ䛖病
bio㼢ar3（Psa3）の発生状ἣと䇺䛥䛼䛝䜻ウイ䛳䛣㼹䇻にお䛡る
Psa3の発生に䛴い䛶

○生咲巖
1
・藤村俊夫

2
・㐲藤 子

2
・川北වዥ

3
・㇏ᔱ貴司

4
・

小野壮一朗
5
・松本ຬ一

6
・中村⿱彦

㻣
・∦岡㑳㞝

8
・秋ග和ஓ

8

（
1
香川農試府中果樹研・

2
香川農試㜵㝖所・

3
東ㆭᬑセ・

4
小㇋ᬑセ・

5
中ㆭᬑセ・

6
西ㆭᬑセ・

㻣
香川農⤒ㄢ・

8
香川大農）

214
イネか䛥枯病菌フラジ䜵リンḞᦆ株の病原性の解析

○岡本༟大・῝川┿・加藤久晴（福井県大）

314
広島県にお䛡る䜹ン䜻䝒かいよ䛖病菌の⣽菌Ꮫⓗ≉ᚩ

○村健太
1
・森田剛成

2
・㔠ዲ⣧子

2
・ሷ谷 ᾈ

1
（

1
農研機構

果樹Ⲕ部㛛・
2
広島総研農技セ）

215
㻾ehmannia mosaic 㼢irus ᪥本株の⛣⾜タン䝟ク質の
A12㻥㼀䠈H130㻷およびM133Eのア䝭ノ㓟⨨がトマト
植物への㌟ቯㄏᑟに関与する

○田拓弥・木場章範・᭧ᆅᗣ史（高知大農）

315
タ䜿⢊ᮎとク䝈茎葉で作〇した䝭䝭䝈コン䝫ストの水ᢳ出ᾮ
による植物ᐤ生性⥺にᑐする㜵㝖ຠ果

○ᑬ ᬡ東
1㻘2

・㻷oon-hui 㼃an㼓
2
・東條元昭

1

（
1
大阪府大院生環・

2
㼁ni㼢. Ha㼣ai̒ i M㾌noa）

216
㻾ed clo㼢er necrotic mosaic 㼢irus  (㻾㻯㻺M㼂) ⛣⾜タン䝟ク質
にお䛡る᥎ᐃβシートのḞኻ変異解析

○中村ග希・三瀬和அ・高野⩏孝・ᾏ㐨┿（ி大院農）

316
Botrytis cinereaによるニラⓑ斑葉枯病にᑐする⸆の
㜵㝖ຠ果

○矢野和孝・森田泰彰（高知農技セ）

　座長　　高原 ᾈஅ　（▼川県大）　113-116

1㻣㻦14 113
㻵n㼢ol㼢ement of tryptophan-deri㼢ed secondary metabolism in
post-in㼢asi㼢e resistance of Arabidopsis thaliana  a㼓ainst
fun㼓al patho㼓ens

○㻷osaka㻘 A.
1
㻘 Bednarek㻘 P.

2
㻘 㻷aido㻘 M.

1
㻘 Mise㻘 㻷.

1
 and

㼀akano㻘 㼅.
1
（

1
 Grad. Sch. A㼓ric.㻘 㻷yoto 㼁ni㼢.・

2
 Polish Academy of Sciences）

1㻣㻦26 114
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘nsl1 変異体にウリ㢮炭病菌がㄏᑟする
⣽⬊Ṛの研✲

○坂井㑈太・畑 ᨻ輝・ᾏ㐨┿・三瀬和அ・高野⩏孝
（ி大院農）

1㻣㻦38 115
シ䝻イ䝚䝘䝈䝘とከᵝ䛺ᆅ域か䜙分㞳䛥䜜た
㻯olletotrichum tofieldiae の相作用の解析

○ᬀ間 ᩗ
1㻘2

 ・西條㞝介
1
（

1
奈Ⰻඛ➃大・

2
䛥䛝が䛡）

1㻣㻦50 116
A㻯㻾毒素レセプター遺伝子㌿物修㣭タン䝟ク質群の
㠀感ཷ性ရ種にお䛡るᐟ≉異ⓗ」合体化

○島ୖ༟ஓ䡡大谷耕平䡡小川ᐇ可子䡡Ᏻ田晋㍜䡡西村 ⪽䡡
ከ々野ᬛ䡡ᮃ᭶ 進䡡ᕷ村和ஓ䡡二䡡秋ග和ஓ
（香川大農）
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第２会場 第３会場
　座長　高野　⩏孝　（ி大院農）　21㻣-221 　座長　内ᶫ　一　（රᗜ農技セ）　31㻣-320

21㻣
mlo 変異によるオオムギ䛖䛹䜣䛣病菌ᢠ性の解析

○長野眞౫1・和原ᮍᏘ1・井ୖᬛ⤮1・久野 ⿱2・小林ᣓ平1・

山岡┤人1・中神ᘯ史3・ඵ野孝1（1 愛大農・2 岡大植物

研・3 理研㻯S㻾S）

31㻣
レタス病にᑐするྛ種⸆のᅵተ℺ὀおよびセルトレイ
℺ὀฎ理のຠ果

○ᴋ 幹生（香川農試病害㜵㝖所）

218
オオムギ䛖䛹䜣䛣病菌エフ䜵クターAPE㻯1の機能解析

○井ୖᬛ⤮1・Ṋ井 博1・香口ᬛᏹ1・小林ᣓ平1・山岡┤人1・

中神ᘯ史2・ඵ野孝1（1 愛大農・2 理研㻯S㻾S）

318
イネ〓⣠病菌㻺i㼓rospora ory㼦ae 䛿本᮶ア䝌䜻シスト䝻䝡ンに
感ཷ性䠈フラメト䝢ルに䛿㠀感ཷ性で䛒る

○▼井ⱥ夫・黒崎 敦・村ୖ二朗（ྜྷഛᅜ㝿大）

21㻥
アブラ䝘科植物炭病菌エフ䜵クターと䛭の䝟ラ䝻グを
コードする遺伝子領域の構㐀解析

○林 ၏1・㻾ichard O䇻㻯onnell2・㧘原ᾈஅ1（1▼川県大院・
2 㻵㻺㻾A-A㼓roParis㼀ech）

31㻥
和ḷ山県内で᥇㞟した䜹ン䜻䝒⥳かび病菌䠈㟷かび病菌
および䜂䛢かび病菌のチオファネートメチル䚸イ䝭ノクタジン
㓑㓟ሷ感ཷ性

○⾨藤ኟ葉1・井 ᓫ2・Ṋ田知明1・中 一1（1和ḷ山県果

試・2和ḷ山県農ᴗ環境・鳥⋇害ᑐ⟇ᐊ）

220
⨯病葉におい䛶࿘ᮇ性の遺伝子発⌧䝟ターンを♧す
Blumeria 㼓raminis  f.sp. tritici エフ䜵クターᵝ遺伝子群

○ྜྷ田健太郎1・⁁尾┤子1・ⱝ森和昌2・ᓠ野博史2・

宅ぢ⸅㞝3（1神戸大ඛ➃⼥合・2㟼岡大院総合科Ꮫ・
3神戸大院農）

320
ムギ㢮㉥かび病菌のベン䝈イ䝭ダ䝌ール⣔⸆耐性変異の
㻸AMP-F㻸Pἲによる㎿㏿᳨出

○⏥村░ḟ1・川ୖ 拓2・中ᔱ香織2・須賀晴久3・中島千晴1

（1三㔜大生資・2三㔜農研・3岐大生命セ）

座長　野ぢ山 孝司　（農研機構 西᪥本農研） 321-324

　
221
コムギい䜒䛱病菌にᑐする新つᢠ性遺伝子の᥈⣴

○㼃an㼓㻘 S.㼆.1・㊊ຓ⪽一郎1・㼂y㻘 㼀.㼀.P.1・井ୖ႐博1㻘2・

中㤿い䛵み1・ᅵ佐幸㞝1（1神戸大院農・2⌧ ி大院農）

321
㻸AMPἲによる㍺ධ᳨有害菌Phytophthora ramorum 䠈
P. kerno㼢iae およびP. lateralis の≉異ⓗ᳨出

○᪥ᜨ野⥤香1・大ᆤ佳௦子1・須賀晴久2・景山幸二1

（䠍岐大流域研セ・2岐大生命セ）

座長　ୖ野　ㄔ　（島根大生資） 222-224

222
ブ䝻䝑コリー黒腐病にᑐする㠀病原性㼄anthomonas 属⣽菌と
䝞ク䝔リオファージの⤌み合䜟䛫ຠ果

○永井⿱史1㻘2・三宅律幸1・℧川㞝一2（1愛知農総試・
2㟼岡大㐀院）

322
Pythium irre㼓ulare のマイク䝻サ䝔ライトマー䜹ーの作出

○Ᏺ田⯟㤿1・景山幸二1・須賀晴久2（1岐大流域研セ・
2岐大生命セ）

第２᪥┠

第2᪥┠ 㻥᭶20᪥（水） 第䠍会場
　座長　能ᖺ　⩏輝　 (岡大院環生)　11㻣-120

㻥㻦30 11㻣
ジャスモン㓟によ䛳䛶ㄏᑟ䛥䜜るイネⓑ葉枯病ᢠ機構に
㔜せ䛺㌿因子で䛒る㻶M㼀F1の機能解析

○Ᏹ治㞝ஓ1・藤井䜖み2・᱒生昌樹2・山田⚈子2・

秋ග和ஓ1㻘2・二1㻘2（1愛㐃大農・2香川大農）

㻥㻦42 118
イネジャスモン㓟シグ䝘ル伝㐩機構にお䛡るOs㻺㻵㻺㻶A1⤖合
タン䝟ク質OsFHA1の機能解析

○岡本♸Ꮨ1・᯽原ၨ太1・Ᏹ治㞝ஓ2・田中 ᾴ1・ℊ中美ᕹ1・

秋ග和ஓ1㻘2・二1㻘2（1香川大農・2愛㐃大農）

㻥㻦54 11㻥
イネのジャスモン㓟シグ䝘ル伝㐩機構にお䛡るOs㻺㻵㻺㻶A1
⤖合タン䝟ク質で䛒るOsS㻾O1aの解析

○᯽原ၨ太1・岡本♸Ꮨ1・Ᏹ治㞝ஓ2・田中ᾴ1・ℊ中美ᕹ1・

秋ග和ஓ1㻘2・二1㻘2（1香川大農・2愛㐃大農）

10㻦06 120
ジャスモン㓟応⟅性発性物質で䛒るサリチル㓟メチルの
イネⓑ葉枯病ᢠ性にお䛡るᙺ

○ℊ中美ᕹ1・田中ၨ一朗1・谷口し䛵䛟2・秋ග和ஓ1㻘2・

二1㻘2（1香川大農・2愛㐃大農）

　座長　ᕷ村　和ஓ 　(香川大農)　121-124

10㻦18 121
イネの䜻チン応⟅にお䛡るOsPB㻵1-Os㼃㻾㻷㼅45を介した
㌿ไᚚ機構

○⦾田修భ1・Ᏻ藤㥴1・井ୖ健人1・原田健一2・一⯟太1・

ྜྷ村ᬛ美1・山口බ志1・児ᔱ長ḟ郎2㻘3・川崎 ດ1（1㏆大院農・
2大阪大⺮ⓑ研・3ᶓᅜ大院工）

10㻦30 122
イネ病原菌ㄆ㆑ཷᐜ体㼄a1による㼀A㻸エフ䜵クターの
ㄆ㆑機構の解明

○Ᏻ藤㥴・大内俊和・Ἠ谷眞ᕹ・山口බ志・ྜྷ村ᬛ美・
川﨑 ດ（㏆大院農）

－ 12 －

第２会場 第３会場
　座長　高野　⩏孝　（ி大院農）　21㻣-221 　座長　内ᶫ　一　（රᗜ農技セ）　31㻣-320

21㻣
mlo 変異によるオオムギ䛖䛹䜣䛣病菌ᢠ性の解析

○長野眞౫1・和原ᮍᏘ1・井ୖᬛ⤮1・久野 ⿱2・小林ᣓ平1・

山岡┤人1・中神ᘯ史3・ඵ野孝1（1 愛大農・2 岡大植物

研・3 理研㻯S㻾S）

31㻣
レタス病にᑐするྛ種⸆のᅵተ℺ὀおよびセルトレイ
℺ὀฎ理のຠ果

○ᴋ 幹生（香川農試病害㜵㝖所）

218
オオムギ䛖䛹䜣䛣病菌エフ䜵クターAPE㻯1の機能解析

○井ୖᬛ⤮1・Ṋ井 博1・香口ᬛᏹ1・小林ᣓ平1・山岡┤人1・

中神ᘯ史2・ඵ野孝1（1 愛大農・2 理研㻯S㻾S）

318
イネ〓⣠病菌㻺i㼓rospora ory㼦ae 䛿本᮶ア䝌䜻シスト䝻䝡ンに
感ཷ性䠈フラメト䝢ルに䛿㠀感ཷ性で䛒る

○▼井ⱥ夫・黒崎 敦・村ୖ二朗（ྜྷഛᅜ㝿大）

21㻥
アブラ䝘科植物炭病菌エフ䜵クターと䛭の䝟ラ䝻グを
コードする遺伝子領域の構㐀解析

○林 ၏1・㻾ichard O䇻㻯onnell2・㧘原ᾈஅ1（1▼川県大院・
2 㻵㻺㻾A-A㼓roParis㼀ech）

31㻥
和ḷ山県内で᥇㞟した䜹ン䜻䝒⥳かび病菌䠈㟷かび病菌
および䜂䛢かび病菌のチオファネートメチル䚸イ䝭ノクタジン
㓑㓟ሷ感ཷ性

○⾨藤ኟ葉1・井 ᓫ2・Ṋ田知明1・中 一1（1和ḷ山県果

試・2和ḷ山県農ᴗ環境・鳥⋇害ᑐ⟇ᐊ）

220
⨯病葉におい䛶࿘ᮇ性の遺伝子発⌧䝟ターンを♧す
Blumeria 㼓raminis  f.sp. tritici エフ䜵クターᵝ遺伝子群

○ྜྷ田健太郎1・⁁尾┤子1・ⱝ森和昌2・ᓠ野博史2・

宅ぢ⸅㞝3（1神戸大ඛ➃⼥合・2㟼岡大院総合科Ꮫ・
3神戸大院農）

320
ムギ㢮㉥かび病菌のベン䝈イ䝭ダ䝌ール⣔⸆耐性変異の
㻸AMP-F㻸Pἲによる㎿㏿᳨出

○⏥村░ḟ1・川ୖ 拓2・中ᔱ香織2・須賀晴久3・中島千晴1

（1三㔜大生資・2三㔜農研・3岐大生命セ）

座長　野ぢ山 孝司　（農研機構 西᪥本農研） 321-324

　
221
コムギい䜒䛱病菌にᑐする新つᢠ性遺伝子の᥈⣴

○㼃an㼓㻘 S.㼆.1・㊊ຓ⪽一郎1・㼂y㻘 㼀.㼀.P.1・井ୖ႐博1㻘2・

中㤿い䛵み1・ᅵ佐幸㞝1（1神戸大院農・2⌧ ி大院農）

321
㻸AMPἲによる㍺ධ᳨有害菌Phytophthora ramorum 䠈
P. kerno㼢iae およびP. lateralis の≉異ⓗ᳨出

○᪥ᜨ野⥤香1・大ᆤ佳௦子1・須賀晴久2・景山幸二1

（䠍岐大流域研セ・2岐大生命セ）

座長　ୖ野　ㄔ　（島根大生資） 222-224

222
ブ䝻䝑コリー黒腐病にᑐする㠀病原性㼄anthomonas 属⣽菌と
䝞ク䝔リオファージの⤌み合䜟䛫ຠ果

○永井⿱史1㻘2・三宅律幸1・℧川㞝一2（1愛知農総試・
2㟼岡大㐀院）

322
Pythium irre㼓ulare のマイク䝻サ䝔ライトマー䜹ーの作出

○Ᏺ田⯟㤿1・景山幸二1・須賀晴久2（1岐大流域研セ・
2岐大生命セ）

第２᪥┠

第2᪥┠ 㻥᭶20᪥（水） 第䠍会場
　座長　能ᖺ　⩏輝　 (岡大院環生)　11㻣-120

㻥㻦30 11㻣
ジャスモン㓟によ䛳䛶ㄏᑟ䛥䜜るイネⓑ葉枯病ᢠ機構に
㔜せ䛺㌿因子で䛒る㻶M㼀F1の機能解析

○Ᏹ治㞝ஓ1・藤井䜖み2・᱒生昌樹2・山田⚈子2・

秋ග和ஓ1㻘2・二1㻘2（1愛㐃大農・2香川大農）

㻥㻦42 118
イネジャスモン㓟シグ䝘ル伝㐩機構にお䛡るOs㻺㻵㻺㻶A1⤖合
タン䝟ク質OsFHA1の機能解析

○岡本♸Ꮨ1・᯽原ၨ太1・Ᏹ治㞝ஓ2・田中 ᾴ1・ℊ中美ᕹ1・

秋ග和ஓ1㻘2・二1㻘2（1香川大農・2愛㐃大農）

㻥㻦54 11㻥
イネのジャスモン㓟シグ䝘ル伝㐩機構にお䛡るOs㻺㻵㻺㻶A1
⤖合タン䝟ク質で䛒るOsS㻾O1aの解析

○᯽原ၨ太1・岡本♸Ꮨ1・Ᏹ治㞝ஓ2・田中ᾴ1・ℊ中美ᕹ1・

秋ග和ஓ1㻘2・二1㻘2（1香川大農・2愛㐃大農）

10㻦06 120
ジャスモン㓟応⟅性発性物質で䛒るサリチル㓟メチルの
イネⓑ葉枯病ᢠ性にお䛡るᙺ

○ℊ中美ᕹ1・田中ၨ一朗1・谷口し䛵䛟2・秋ග和ஓ1㻘2・

二1㻘2（1香川大農・2愛㐃大農）

　座長　ᕷ村　和ஓ 　(香川大農)　121-124

10㻦18 121
イネの䜻チン応⟅にお䛡るOsPB㻵1-Os㼃㻾㻷㼅45を介した
㌿ไᚚ機構

○⦾田修భ1・Ᏻ藤㥴1・井ୖ健人1・原田健一2・一⯟太1・

ྜྷ村ᬛ美1・山口බ志1・児ᔱ長ḟ郎2㻘3・川崎 ດ1（1㏆大院農・
2大阪大⺮ⓑ研・3ᶓᅜ大院工）

10㻦30 122
イネ病原菌ㄆ㆑ཷᐜ体㼄a1による㼀A㻸エフ䜵クターの
ㄆ㆑機構の解明

○Ᏻ藤㥴・大内俊和・Ἠ谷眞ᕹ・山口බ志・ྜྷ村ᬛ美・
川﨑 ດ（㏆大院農）

－ 1� －



223
௬↝㓟化マグネシウムによるトマトⴎ病の発病ᢚไ

○藤川 ຬ1・佐々木一紀1・太田紀子1・境 昭二2・

伊藤┿一1（1山口大農・2山口大㼀㻸O）

323
㻾㻵PAἲを用いたトマトかいよ䛖病菌のᅵተか䜙の᳨出と
ᅵተ㑏元ᾘ毒のฎ理 ᗘとᮇ間の᳨ウ

○清水佐知子1・Ლ原┿二1・竹原明2（1広島総研農技セ・
2農研機構西᪥本農研）

224
レタス䝡䝑グベイン病⃭発ᅡ場にお䛡る㟢ᆅᆺᅵተ㑏元
ᾘ毒ฎ理のຠ果

○⡿本ㅬᝅ1・佐藤泰三1・田村 ᨲ1・山下 ᾈ1・竹原明2

（1ᚨ島農総技ᨭセ・2農研機構西᪥本農研）

324
⢓╔トラ䝑プを用いたリアルタイムP㻯㻾ἲによる䝘シⴎ⦰病菌
⬊子の᳨出・ᐃ㔞技⾡の㛤発

○今井健司（ᚨ島農総技ᨭセ）

　座長　竹原　明　（農研機構 西᪥本農研）　225-22㻣 　座長　清水　将文　（岐大応生）　325-328

225
奈Ⰻ県にお䛡る䜻ク䜉と病の発生状ἣと びよお毒ᾘ
ẅ菌による㜵㝖ຠ果

○芳田大1・ὸ野ᓧ介1・ゅ川⏤加2（1奈Ⰻ農研セ・
2奈Ⰻ北部農林）

325
䜹ン䜻䝒果ᐇへの㩭ᗘ保存⿕⭷ሬᕸによる䜹ン䜻䝒
⥳かび病および㟷かび病の発病ᢚไຠ果

村本和அ1・○中村香2・වᖖᗣ彦2・西岡┿理2・宮田明⩏2

（1山口県ᒾᅜ農林ົ所・2山口県農林総合技⾡セ᯿䛝䛴
⯆セ）

226
アセチル化グリセリド（ベ䝭䝕タ䝑チ㼹ங）のᩓᕸによる
トマトタでのタ䝞ココ䝘ジラ䝭と╔色異ᖖ果のᢚไຠ果

○松浦昌平1・加ᔱᓫஅ2・北村Ⓩ史㞝3・Ᏻ部 ὒ4（1広島総研

農技セ・2▼原産ᴗ・3農研機構九州Ἀ⦖農研・4理研B㻾㻯）

326
ྛ種ᚤ生物農⸆による䜻ウイフルー䝒かいよ䛖病の
㜵㝖ຠ果

○加藤ගᘯ1・ᙳ山ᬛὠ子1・須崎ᾈ一2（1㟼岡農林研果研セ・2

農研機構果樹Ⲕ）

22㻣
ᑕ資ᮦのే用がイチゴ䛖䛹䜣䛣病にᑐする⣸እග（㼁㼂-B）
の㜵㝖ຠ果を増ᙉする

○内ᶫ一1・田中㞞ஓ1・三浦ᏹ晴1・神㢌ṊႹ1・佐藤 ⾨2

（1රᗜ農技総セ・2農研機構野⳯花䛝）

32㻣
Ἀ⦖ᚤ生物ライブラリーを用したイネい䜒䛱病のᢚไに
䛴い䛶（4）

○田村᭸子1・新里尚ஓ2・木原淳一1・ୖ野 ㄔ1㻘2

（1島根大生資・2⌰⌫大⇕生研）

328
Streptomyces 属菌S㼀S1株による䜻ュウリ病害のᢚไに
䛴い䛶

○Ganphun㼓 㻾attrikorn・田村᭸子・木原淳一・ୖ野 ㄔ
（島根大生資）

10㻦42 123
ベンサ䝭ア䝘の㻺b㼄PO1Aと㻺b㼄PO2䛿ジャガイモ病菌
感染の病害ᢠ性ㄏᑟをᑐ↷ⓗにไᚚする

○水野㑚里・佐藤育男・千葉壮太郎・川北一人・竹本大吾
（名大院生農）

10㻦54 124
ච応⟅にお䛡る㻾OSセンサータン䝟ク質の関与

○稲田太一1・Ᏻ㐩広明2・ྜྷ岡美樹1・ྜྷ岡博文1

（1名大院生農・2セン䝈ベリーラボラトリー）

　座長　木場　章範　 (高知大農)　　125-128

11㻦06 125
㠀病原性㻾hi㼦obium 㼢itis  A㻾㻷-1株がブドウのᢠ性ㄏᑟ
関㐃遺伝子発⌧に与䛘るᙳ㡪に䛴い䛶

○川口 章1・能ᖺ⩏輝2（1農研機構西᪥本農研・
2岡大院環生）

11㻦18 126
㠀病原性㻾hi㼦obium 㼢itis  㼂A㻾03-1株の培㣴ୖ清が
ブドウ根㢌が䜣し䜕病菌にཬ䜌すᙳ㡪

○㰺藤 ᬗ1・渡㑓 ᜨ1・松井ⱥㆡ1・山本幹博1・一瀬ຬつ1・

㇏田和ᘯ1・川口 章2・能ᖺ⩏輝1（1岡大農・2農研機構西᪥本
農研）

11㻦30 12㻣
エンドウ〓⣠病菌ータルウマゴ䝲シモ䝕ル相作用の
㟁子㢧ᚤ㙾によるほᐹ

㕥木ᬛ子1㻘2・๓田 ⥤1・ᘅ瀬昌ஓ1・一瀬ຬつ1・ⓑ▼紀1㻘3・

䚽㇏田和ᘯ1（1岡大院環生・2᪥本ዪ子大理・3⌧ 岡山生物
研）

11㻦42 128
ササゲにお䛡る⣽⬊እオ䜻シダ䝔䜱ブ䝞ースト応の
分子機構

䚽川➃┿矢1・佐藤✑高1・高須⍞✑1・松尾ᐇ佳2・

松井ⱥㆡ1㻘2・能ᖺ⩏輝1㻘2・山本幹博1㻘2・一瀬ຬつ1㻘2・

ⓑ▼紀1㻘2㻘3・㇏田和ᘯ1㻘2（1岡大農・2岡大院環生・
3⌧ 岡山生物研）
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223
௬↝㓟化マグネシウムによるトマトⴎ病の発病ᢚไ

○藤川 ຬ1・佐々木一紀1・太田紀子1・境 昭二2・

伊藤┿一1（1山口大農・2山口大㼀㻸O）

323
㻾㻵PAἲを用いたトマトかいよ䛖病菌のᅵተか䜙の᳨出と
ᅵተ㑏元ᾘ毒のฎ理 ᗘとᮇ間の᳨ウ

○清水佐知子1・Ლ原┿二1・竹原明2（1広島総研農技セ・
2農研機構西᪥本農研）

224
レタス䝡䝑グベイン病⃭発ᅡ場にお䛡る㟢ᆅᆺᅵተ㑏元
ᾘ毒ฎ理のຠ果

○⡿本ㅬᝅ1・佐藤泰三1・田村 ᨲ1・山下 ᾈ1・竹原明2

（1ᚨ島農総技ᨭセ・2農研機構西᪥本農研）

324
⢓╔トラ䝑プを用いたリアルタイムP㻯㻾ἲによる䝘シⴎ⦰病菌
⬊子の᳨出・ᐃ㔞技⾡の㛤発

○今井健司（ᚨ島農総技ᨭセ）

　座長　竹原　明　（農研機構 西᪥本農研）　225-22㻣 　座長　清水　将文　（岐大応生）　325-328

225
奈Ⰻ県にお䛡る䜻ク䜉と病の発生状ἣと びよお毒ᾘ
ẅ菌による㜵㝖ຠ果

○芳田大1・ὸ野ᓧ介1・ゅ川⏤加2（1奈Ⰻ農研セ・
2奈Ⰻ北部農林）

325
䜹ン䜻䝒果ᐇへの㩭ᗘ保存⿕⭷ሬᕸによる䜹ン䜻䝒
⥳かび病および㟷かび病の発病ᢚไຠ果

村本和அ1・○中村香2・වᖖᗣ彦2・西岡┿理2・宮田明⩏2

（1山口県ᒾᅜ農林ົ所・2山口県農林総合技⾡セ᯿䛝䛴
⯆セ）

226
アセチル化グリセリド（ベ䝭䝕タ䝑チ㼹ங）のᩓᕸによる
トマトタでのタ䝞ココ䝘ジラ䝭と╔色異ᖖ果のᢚไຠ果

○松浦昌平1・加ᔱᓫஅ2・北村Ⓩ史㞝3・Ᏻ部 ὒ4（1広島総研

農技セ・2▼原産ᴗ・3農研機構九州Ἀ⦖農研・4理研B㻾㻯）

326
ྛ種ᚤ生物農⸆による䜻ウイフルー䝒かいよ䛖病の
㜵㝖ຠ果

○加藤ගᘯ1・ᙳ山ᬛὠ子1・須崎ᾈ一2（1㟼岡農林研果研セ・2

農研機構果樹Ⲕ）

22㻣
ᑕ資ᮦのే用がイチゴ䛖䛹䜣䛣病にᑐする⣸እග（㼁㼂-B）
の㜵㝖ຠ果を増ᙉする

○内ᶫ一1・田中㞞ஓ1・三浦ᏹ晴1・神㢌ṊႹ1・佐藤 ⾨2

（1රᗜ農技総セ・2農研機構野⳯花䛝）

32㻣
Ἀ⦖ᚤ生物ライブラリーを用したイネい䜒䛱病のᢚไに
䛴い䛶（4）

○田村᭸子1・新里尚ஓ2・木原淳一1・ୖ野 ㄔ1㻘2

（1島根大生資・2⌰⌫大⇕生研）

328
Streptomyces 属菌S㼀S1株による䜻ュウリ病害のᢚไに
䛴い䛶

○Ganphun㼓 㻾attrikorn・田村᭸子・木原淳一・ୖ野 ㄔ
（島根大生資）

10㻦42 123
ベンサ䝭ア䝘の㻺b㼄PO1Aと㻺b㼄PO2䛿ジャガイモ病菌
感染の病害ᢠ性ㄏᑟをᑐ↷ⓗにไᚚする

○水野㑚里・佐藤育男・千葉壮太郎・川北一人・竹本大吾
（名大院生農）

10㻦54 124
ච応⟅にお䛡る㻾OSセンサータン䝟ク質の関与

○稲田太一1・Ᏻ㐩広明2・ྜྷ岡美樹1・ྜྷ岡博文1

（1名大院生農・2セン䝈ベリーラボラトリー）

　座長　木場　章範　 (高知大農)　　125-128

11㻦06 125
㠀病原性㻾hi㼦obium 㼢itis  A㻾㻷-1株がブドウのᢠ性ㄏᑟ
関㐃遺伝子発⌧に与䛘るᙳ㡪に䛴い䛶

○川口 章1・能ᖺ⩏輝2（1農研機構西᪥本農研・
2岡大院環生）

11㻦18 126
㠀病原性㻾hi㼦obium 㼢itis  㼂A㻾03-1株の培㣴ୖ清が
ブドウ根㢌が䜣し䜕病菌にཬ䜌すᙳ㡪

○㰺藤 ᬗ1・渡㑓 ᜨ1・松井ⱥㆡ1・山本幹博1・一瀬ຬつ1・

㇏田和ᘯ1・川口 章2・能ᖺ⩏輝1（1岡大農・2農研機構西᪥本
農研）

11㻦30 12㻣
エンドウ〓⣠病菌ータルウマゴ䝲シモ䝕ル相作用の
㟁子㢧ᚤ㙾によるほᐹ

㕥木ᬛ子1㻘2・๓田 ⥤1・ᘅ瀬昌ஓ1・一瀬ຬつ1・ⓑ▼紀1㻘3・

䚽㇏田和ᘯ1（1岡大院環生・2᪥本ዪ子大理・3⌧ 岡山生物
研）

11㻦42 128
ササゲにお䛡る⣽⬊እオ䜻シダ䝔䜱ブ䝞ースト応の
分子機構

䚽川➃┿矢1・佐藤✑高1・高須⍞✑1・松尾ᐇ佳2・

松井ⱥㆡ1㻘2・能ᖺ⩏輝1㻘2・山本幹博1㻘2・一瀬ຬつ1㻘2・

ⓑ▼紀1㻘2㻘3・㇏田和ᘯ1㻘2（1岡大農・2岡大院環生・
3⌧ 岡山生物研）

－ 1� －


	H29関西部会プログラム
	H29関西部会プログラム
	H29関西部会プログラム

	H29関西部会プログラム2

